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力いっぱい活動人との関わり
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身の回りのこと
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「生活単元学習」を中心に

よりよい社会自立をめざして

たくましい心と体
働く力を高める

対人関係を広げ、
豊かな道徳性･社会性

社会生活に必要な
知識技能

各教科別学習等
体育・登山
総合的な学習

職業、現場実習

「職業教育」を中心に
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自分一人でもがんばれる、みんなともがんばれる「歩け歩け」を中心に

中
学
部

高等部

創造性と就労を
めざすコース

（作業製品のバザー販売体験）

企業就労を
めざすコース

（滋賀大学等ユニット就労体験）

青年学級
卒業生保護者の会「びわの会」
が中心となり、毎月1回実施。
教員のボランティア参加。
学校行事・レクレーション・バス
旅行など、卒業後の余暇支援
とアフターを兼ねる。

青年学級
卒業生保護者の会「びわの会」
が中心となり、毎月1回実施。
教員のボランティア参加。
学校行事・レクレーション・バス
旅行など、卒業後の余暇支援
とアフターを兼ねる。

校内研究
『自閉症スペクトラム児の自
己肯定感を育むための教育的
支援に関する研究』
～地域協働の取り組みをとおして～

研究発表大会 12月9日(土)
同時開催：教大協近畿地区研究集会
近附連特別支援教育部会研究分科会

夏季実践ワークショップ開催
7月31日（月）に実施。県内保幼小
中特支学校園の先生方が多数参加

☆大学との連携
○共同研究
○教職大学院「特別支援実習」実施

☆附属四校園との連携
○附属小学校：文部科学省委託事業
発達障害に関する教職員等の理解啓
発・専門性向上事業に協力
○幼・小・中との交流及び共同学習
・附属幼稚園とのサツマイモ栽培
・附属小学校と小学部の交流など

☆滋賀県特別支援教育研究会
○事務局を３名で担当
○各種大会の運営，近特連・全特連
☆公立・地域・教育委員会との連携
○本校「学習発達支援室」が巡回相
談や就学相談に参加し、地域の特別
支援教育に貢献
○研究成果の発信
○県美展など、審査協力

☆ＰＴＡ活動
○四校園まつりの実施
○放課後事業｢サッカー教室｣開催

○年間３回の進路研修会を開催
・事業所プレゼン大会
・事業所訪問

☆地元唐崎地域との連携
○自治会
○校内研究「地域協働」での連携
･地域の事業所にて本校中学部作業
作品を展示や利用
･グラウンドゴルフの会の方と活動
･老人クラブの方と昔遊び
･老人クラブの方と花壇や野菜栽培
･近隣保育園と本校高等部の交流
･近隣幼稚園と本校中学部の交流

コース制カリキュラムの充実
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10年20年勤続表彰
成人を祝う集い


